
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
末
は
記
録
的
な
雪
の
影

響
で
ご
苦
労
を
さ
れ
た
組
合
員

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
採
用
差
別
事

件
に
と
っ
て
重
要
な
年
で
す
。

最
高
裁
で
Ｊ
Ｒ
へ
の
復
帰
の
道

を
法
的
に
断
た
れ
、
残
さ
れ
た

道
は
政
治
的
に
そ
の
道
を
造
る

以
外
に
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ

は
法
的
な
時
効
を
迎
え
る
以
前

に
何
と
し
て
も
作
ら
な
い
と
、

政
治
的
な
道
も
閉
ざ
さ
れ
て
し

ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
は
、
今
ま
で
の
内
部

の
亀
裂
を
修
復
し
、
名
実
と
も

に
国
労
の
団
結
が
結
実
さ
れ
た

状
態
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

幸
い
に

し
て
そ

の
雰
囲

気
は
高

ま
り
、

多
く
の

方
々
の

努
力
が

成
果
を
収
め
て
い

ま
す
。
地
方
本
部

も
さ
ら
に
そ
の
努

力
を
し
、
そ
し
て
物
資

販
売
や
連
帯
す
る
会
の

拡
大
な
ど
、
闘
い
の
基

盤
を
健
固
な
も
の
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
量
退
職
時
代
を
迎

え
て
国
労
も
組
合
員
の
減
少
が

続
き
ま
す
。
組
合
員
を
増
や
す

こ
と
は
必
須
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
、
昨

年
会
社
と
の
間
で
争
っ
て
い
た

昇
進
差
別
事
件
の
和
解
は
大
き

な
環
境
の
変
化
を
も
た
ら
す
と

思
い
ま
す
。
和
解
内
容
そ
の
も

の
は
多
く
の
不
十
分
な
点
を
含

ん
で
い
ま
す
が
、
私
た
ち
を
能

動
的
に
す
る
条
件
づ
く
り
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
し
、
組
織
拡

大
の
大
き
な
足
が
か
り
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

労
働
運
動
は
こ
の
何
年
か
冬
の

時
代
と
言
わ
れ
資
本
に
押
し
込

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
労
働
者
を

取
り
巻
く
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
不

満
や
ス
ト
レ
ス
は
、
い
っ
ぱ

い
た
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
打
破
す
る
に
は

や
は
り
、
自
覚
さ
れ
た
労
働

者
、
労
働
組
合
が
努
力
す
る

以
外
に
な
か
な
か
良
い
手
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
実

に
大
変
な
作
業
で
根
気
の
い
る

こ
と
で
す
が
、
ま
ず
は
最
低
限

不
可
欠
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
仲
間
と
話
し
合
う
、
集

会
を
す
る
、
働
き
方
や
環
境
を

調
べ
る
、
ニ
ュ
ー
ス
を
出
す
、

要
求
す
る
等
々
、
改
善
す
る
こ

と
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

春
闘
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

意
欲
的
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

・
二
〇
〇
五
年
十

二
月
八
日
四
時
五

十
五
分
奥
羽
本
線

赤
岩
・
板
谷
間
上

り
環
金
ト
ン
ネ
ル

壁
面
米
沢
方
で
協

力
会
社
社
員
（
作

業
責
任
者
三
十
二

歳
、
日
本
電
設
の

協
力
会
社
）
の
感

電
死
亡
事
故
が
発

生
し
た
。

・
原
因
は
調
査
中

だ
が
「
停
電
範
囲

外
で
作
業
を
し
た

た
め
、
加
圧
中
の

高
圧
配
電
線
に
触

れ
感
電
し
た
も
の

（
設
備
部
安
全
情
報
№2005

ー

8
3

ー0
1

以
上
情
報
）

」
と
し
て
い
ま

す
。原

因
は
「
停
電
範
囲
外
で
作

業
し
た
た
め
・
・
・
」
と
情
報

が
出
さ
れ
、
職
場
で
の
安
全
指

導
等
は
「
保
安
打
ち
合
わ
せ
票

で
の
打
ち
合
わ
せ
に
な
い
作
業

を
し
た
」
「
高
圧
配
電
線
に
接

近
作
業
な
の
に
停
電
・
接
地
を

取
っ
て
い
な
い
」
「
高
圧
配
電

線
も
停
電
し
て
い
る
と
勘
違
い

し
た
」
等
な
ど
の
声
が
出
て
い

ま
す
。

・
作
業
の
概
況
は
、
「
工
事
指

揮
者
は
、
四
時
頃
の
作
業
責
任

者
と
の
レ
ー
ザ
ー
ペ
ン
を
使
用

し
た
腕
金
取
付
位
置
の
現
地
確

認
時
、
ト
ン
ネ
ル
壁
部
右
側

（
起
点
を
背
）
の
腕
金
取
付
作

業
は
、
高
圧
配
電
線
撤
去
し
て

な
い
た
め
、
今
日
は
施
工
で
き

な
い
こ
と
を
伝
え
た
」

・
「
工
事
指
揮
者
は
、
作
業
責

任
者
か
ら
無
線
連
絡
で
ト
ン
ネ

ル
壁
右
側
の
負
き
電
線
腕
金
位

置
を
信
号
高
圧
２
号
線
Ｒ
相
の

線
路
側
に
位
置
変
更
し
て
設
置

し
た
い
旨
、
事
故
発
生
三
十
分

前
に
再
度
要
請
さ
れ
た
た
め
、

や
む
を
得
ず
承
認
し
た
」
「
本

人
は
、
軌
陸
車
作
業
台
か
ら
梯

子
を
掛
け
、
ト
ン
ネ
ル
壁
右
側

の
坑
口
ス
パ
ン
線
用
腕
金
を
取

付
後
、
縦
ス
パ
ン
線
用
の
腕
金

取
付
位
置
決
め
を
し
よ
う
と
し

て
い
た
時
に
、
高
圧
配
電
線
Ｒ

相
の
ク
ラ
ン
プ
部
に
左
手
が
触

れ
感
電
し
た
（
推
定
）
」
「
感

電
部
位
左
手
の
手
の
ひ
ら
と
右

手
親
指
に
電
撃
症
３
度
程
度
の

傷
が
あ
っ
た
」
「
六
時
二
十
五

分
に
収
容
先
の
米
沢
市
立
病
院

で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
」
（
情

報
よ
り
）
等
、
感
電
事
故
経
過

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
奥
羽
本
線
赤
岩
・
板
谷
間
支

新 年 号 国労せんだい ２００６年１月１日

団結 抵抗 統一

新 年 号

２００６年１月１日

発行責任者 太田博二

編集責任者 五十嵐敬

国
鉄
労
働
組
合
仙
台
地
方
本
部

執
委
員
長
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二

謹
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新
年

執
行
委
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長

太
田

博
二

執
行
副
委
員
長

橋
本

昭
二

中
島

利
彦

書
記
長

大
沼

元

執
行
委
員

永
山

信
義

佐
藤

勝

武
田

昌
仙

五
十
嵐

敬

特
別
執
行
委
員

秋
山

正
浩

田
口

和
幸

大
倉

満

橋
本

守
弘

庄
司

修

原
田

好
太
郎

武
田

幸
喜

婦
人
部
長

菅
原

芳
子

会
計
監
査

千
葉

秀
治

浅
利

功

書
記

岡
崎

均

新
し
い
年
を
迎
え

「
停
電
範
囲
外
で
作
業
」

工
事
指
揮
者
が
作
業

「
承
認
」
す
る
！
何
故

「
和
解
を
組
織
拡
大
の

足
が
か
り
に
」



持
物
取
替
そ
の
他
工
事
で
、
工

期
は
、
九
月
十
五
日
〜
十
二
月

十
三
日
（
九
十
日
）
、
し
か
し
、

工
事
の
遅
れ
で
十
二
月
十
四
日

〜
二
月
二
十
六
日
（
七
十
五
日
）

に
延
伸
さ
れ
た
。
（
豪
雪
地
、
延

伸
さ
れ
て
も
作
業
施
工
が
大
変
な
箇
所
）

・
当
時
の
停
電
時
間
は
、
き
電

停
止
上
下
線
二
十
三
時
三
十
分

〜
五
時
四
十
分
、
高
圧
配
電
線

停
電
（
信
号
高
圧
２
号
線
）
二

十
三
時
四
十
五
分
〜
四
時
四
十

分
で
し
た
。
「
高
圧
配
電
線
の

停
電
時
間
を
、
き
電
停
止
と
同

時
に
す
る
（
冬
期
間
は
ポ
イ
ン

ト
ヒ
ー
タ
ー
の
関
係
で
長
時
間

停
電
確
保
出
来
な
い
）
」

こ
れ
ら
の
実
態
を
も
と
に

「
何
故
、
停
電
範
囲
外
で
の
作

業
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
の
か
」
を
掘
り
下
げ
、
「
き

電
停
止
の
回
数
」
「
協
力
会
社

の
要
員
、
工
賃
事
情
」
「
保
安

打
合
せ
票
の
打
合
せ
の
諸
問
題
」

等
々
を
明
ら
か
に

し
、
原
因
究
明
を

強
め
再
発
防
止
を

図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

・
会
社
は
、
「
お

客
さ
ま
の
死
傷
事

故
ゼ

ロ
、

社
員

（
グ
ル
ー
プ
会
社

等
社
員
含
む
）
の

死
亡
事
故
ゼ
ロ
」

を
目
標
に
定
め
、

二
〇
〇
四
年
三
月

に
は
「
安
全
計
画

二
〇
〇
八
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

・
今
、
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
、
福
知
山
線
脱
線
転
覆
事
故
、

耐
震
強
度
偽
装
事
件
、
羽
越
線

特
急
脱
線
転
覆
事
故
等
、
支
社

内
で
も
「
一
輪
車
を
線
路
内
に

置
き
忘
れ
貨
物
列
車
と
激
突
」

「
線
路
閉
鎖
で
使
用
し
た
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
撤
去
忘
れ
」
「
線
閉
転
轍

機
清
掃
中
に
列
車
が
進
入
」

「
宮
城
県
南
部
地
震
に
よ
る
線

路
点
検
作
業
員
へ
の
運
転
再
開

連
絡
失
念
」
等
、
あ
わ
や
触
車

に
つ
な
が
る
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

・
私
達
の
足
元
に
こ
そ
事
故
の

要
員
や
原
因
が
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
、
仕
事
の
見
直
し
の
総

点
検
を
強
め
て
行
く
こ
と
が
急

務
で
す
。
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「
き
電
停
止
時
間
の
違

い
は
何
故
」

「
今
安
全
（
生
命
）
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
」

「
工
期
延
伸
は
何
故
」

国
労
東
北
協
議
会
は
、
去

る
十
一
月
十
三
日
〜
十
四
日
、

宮
城
県
松
島
町
に
お
い
て
、

第
二
回
の
活
動
家
交
流
集
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
こ
れ
ま
で
国

労
東
北
三
地
本
と
し
て
隔
年

で
行
わ
れ
て
き
た
野
球
（
ス

ポ
ー
ツ
）
交
流
会
に
代
わ
る

取
り
組
み
と
し
て
、
将
来
を

見
据
え
て
活
動
家
を
育
成
す

る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

秋
田
・
盛
岡
・
仙
台
の
各
地

方
本
部
か
ら
中
堅
層
を
中
心

と
し
て
総
勢
五
十
名
が
結
集

し
、
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。「

学
習
と
交
流
が
労
働

運
動
の
基
本
」

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
青
木
東
北
協
議
会
議
長

（
秋
田
）
よ
り
「
課
題
が
山

積
す
る
国
労
の
現
状
に
あ
っ

て
、
若
手
活
動
家
の
育
成
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
、
今
回

で
２
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
。
頑
張
っ
て

欲
し
い
」
と
激
励
の

挨
拶
を
受
け
、
そ
の

後
安
藤
陽
氏
（
埼
玉

大
学
教
授
）
よ
り

「
Ｊ
Ｒ
二
十
年
の
検

証
」
、
畑
隆
氏
（
富

士
常
葉
大
学
教
授
）

よ
り
「
東
ア
ジ
ア
の

経
済
」
と
い
う
講
義

を
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間

ず
つ
受
け
ま
し
た
。

日
頃
、
課
題
や
目
的
意
識

を
持
っ
て
学
習
す
る
機
会
が

少
な
い
中
で
、
久
し
振
り
に

み
っ
ち
り
と
学
習
し
皆
さ
ん

充
実
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

第
二
部
は
国
労
の
最
も
得

意
？
な
交
流
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
で
喉

を
潤
し
、

地
本
の

枠
を
超

え
、
深

夜
ま
で

交
流
を

続
け
た

方
も
い
た
よ
う
で
す
。

二
日
目
は
東
日
本
本
部
よ

り
高
野
苗
実
書
記
長
か
ら

「
東
日
本
本
部
の
取
り
組
み

と
課
題
」
、
交
運
共
済
よ
り

高
嶋
昭
一
氏
か
ら
「
交
運
共

済
生
協
の
現
状
と
課
題
」
、

国
労
本
部
よ
り
田
中
博
文
中

央
副
執
行
委
員
長
か
ら
「
国

労
の
現
状
と
課
題
」
と
い
う

講
義
を
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
戴
き
、

最
後
に
各
地
方
の
皆
さ
ん
よ

り
職
場
の
現
状
や
課
題
、
意

見
・
要

望
な
ど

を
報
告

し
て
い

た
だ
き

ま
し
た
。

最
後

に
来
年

の
再
会
を
確
認
し
、
奈
良
岡

新
議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で

散
会
し
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
東
北
協
議
会
総

会
を
開
催

ま
た
、
同
日
の
日
程
で
東

北
協
議
会
第
二
十
回
総
会
を

開
催
し
、
こ
の
一
年
間
の
活

動
の
総
括
や
今
後
の
活
動
方

針
、
予
算
お
よ
び
決
算
を
満

場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
通
り
で
す
。

議

長

奈
良
岡
克
也

副
議
長

瀬
下

一
司

事
務
局
長

太
田

博
二

幹
事

（
秋
田
地
本
）
渡
邊

敦

（
盛
岡
地
本
）
高
橋
伸
二

（
仙
台
地
本
）
大
沼

元

（
貨
物
）

木
村
昭
光

会
計
監
査

伊
藤
政
利

沢
田
光
広

青木東北協議会議長

安藤 陽氏（埼玉大学教授）

畑 隆氏（富士常葉大学教授）


